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News of cover
第6回
かすがYＯSＡKＯIカーニバル！
　11月23日、春日公園芝生広場と市役所市民駐車場で、毎年
恒例の「かすがYOSAKOIカーニバル！」が行われました。
　今年で6回目となる同カーニバル。今年も40チームが参加。
秋晴れの下、総勢750人の踊り子が熱い演舞を披露しました。
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平成18年度

決  算

平成18年度の市の決算がまとまりました。
一般会計では、10億5,020万円の黒字となりました。
17年度は貯金の取崩しが黒字の主な要因でしたが、
18年度は支出を抑えたことが主な要因です。

　歳入総額は、前年度と比べて
8.7%（25億4,832万円）減とな
りました。
　これは、国の「三位一体改革」
の影響で、地方交付税が17.8
％（8億4,995万円）、国庫支出
金が28.8％（10億7,228万円）
の大幅減となったこと、また、
市債の発行を55.8％（17億
9,490万円）減少させたことが
主な要因です。
　市税は、定率減税の1/2の
縮小などにより、3.9％（4億
2,852万円）増となり、地方譲
与税は国から地方への税源移
譲の一環として、58.5％（3億
5,762万円）増となりました。

10億5,020万円（    3億8,383万円）

12億5,842万円（    4億7,835万円）

253億2,513万円（286億5,352万円）

収入額

支出額

収支差引額（収入 - 支出）

純黒字額※

265億8,355万円（291億3,187万円）

（　）内は 17年度

※　「純黒字額」は、「収支差引額」から翌年度に繰り越して使うことが決まっている財源を引いた額

家計
簿

春日市の



民生費
8万3,871円
（36.1%）

公債費
3万4,565円
（14.9%）

教育費
2万8,849円
（12.4%）

土木費
2万4,581円
（10.6%)
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義務的経費
　前年度と比べて4.4%（5億9,705
万円）減となりました。
　公債費が13.3%（5億7,699万円）
減少したことが主な要因です。
投資的経費
　前年度と比べて62.3%（27億788
万円）減となりました。
　白水小学校施設整備事業（19億
4,937万円）と、光町交差点改良事業（1
億1,394万円）、光町大土居線道路改良
事業（1億2,301万円）の完了が主な要
因です。
その他の経費
　前年度と比べて0.2%減で、ほぼ横
ばいとなりました。

目的別にみると…
　使う目的ごとに見てみると、
次の7項目に区分されます。
　教育費と土木費の減少は、投
資的経費の減少によるもので
す。また、総務費の増加は、財政
調整基金（貯金）へ2億2,200万
円積み立てたことが主な要因
です。

市民1人あたりでみると…
※平成19年3月31日現在（人口10万8,920人）

歳出総額　23万2,511円 衛生費　2万3,579 円（10.1%)

総務費　2万1,578 円（9.3%)

その他　1万5,488 円（6.6%)

（　）内は、歳出に占める割合

性質別にみると…

民生費 91億3,521万円 公債費 37億6,484万円 教育費 31億4,226万円

子どもや高齢者、
障害者などの福祉
向上に

対前年度比
1.8％減 　

市の借金の返済に

対前年度比 13.3％減 　

教育（小・中学校）や文化・
スポーツに

対前年度比
35.8％減 　

土木費 26億7,735万円 衛生費 25億6,828万円 総務費 23億5,028万円 その他 16億8,691万円

道路や公園などの
補修や建設に

対前年度比
  20.1％減

健康診断や
予 防 接 種、 
ごみ処理
などに

対前年度比　4.3％減 　

行政の運営や戸籍、
税金徴収などに

対前年度比
0.6％増 

議会や農・商工業、消防などに

対前年度比 3.2％減 
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　市の会計には、一般会計のほかに、特定の事業を行うための6つの特別会計があります。
　特別会計の決算状況は下表のとおりです。
　一般会計で負担すべき経費や、それ以外で特別会計に生じた財源不足の補てんのため、一
般会計から30億226万円の資金を投入しました。

※　下水道事業会計の資本的収支の赤字分は、内部資金で補てんしています。

財
政
の
硬
直
化
が
進
む

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
指
標
と
し
て
、

経
常
収
支
比
率
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
毎

年
確
実
に
入
っ
て
く
る
自
由
に
使
え
る
お
金

の
う
ち
、
毎
年
確
実
に
必
要
と
さ
れ
る
経
費

に
充
て
ら
れ
る
お
金
の
割
合
で
す
。

　

左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
春
日
市
の
平
成

18
年
度
の
比
率
は
、
96
・
0
％
。
こ
の
数
値
か

ら
分
か
る
よ
う
に
、
新
た
な
事
業
を
行
っ
て

い
く
た
め
の
財
源
に
余
裕
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。

　

春
日
市
の
財
政
状
況
は
、
年
々
硬
直
化
の

度
合
い
が
高
ま
っ
て
お
り
、
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
支
出
を
で
き
る
限
り
切

り
詰
め
て
や
り
く
り
す
る
こ
と
で
、
乗
り

切
っ
て
い
ま
す
。

歳入（収入） 歳出（支出） 差引

国民健康保険事業特別会計
　国民健康保険運営のための会計 91億6,426万円 88億9,566万円 2億6,860万円

老人保健医療事業特別会計
　老人医療運営のための会計 67億6,872万円 66億2,653万円 1億4,219万円

介護保険事業特別会計
　介護保険運営のための会計 34億7,491万円 34億1,740万円 5,751万円

駐車場事業特別会計
　龍神池駐車場の管理・運営のための会計 6,606万円 6,606万円 0 円

土地取得事業特別会計
　公共用地先行取得事業のための会計 317万円 311万円 6万円

下水道事業会計（企業会計）
　下水道の管理・運営のための会計

収益的
収支 23億5,738万円 22億2,585万円 1億3,153万円

資本的
収支 6億9,853万円 13億5,646万円 △6億5,793万円※

経常収支比率の推移

特別会計 歳入・歳出

春日市の財政状況
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計
画
的・効
果
的
な
借
入
れ

　

現
在
、
春
日
市
に
は
、※
普
通
会
計
で
総
額

３
４
３
億
７
８
２
万
円
の
借
入
金
が
あ
り
ま 

す
。市
民
一
人
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
約
31
万 

５
，０
０
０
円
。
こ
れ
は
、
政
令
市
を
除
く
県

下
26
市
の
う
ち
で
６
番
目
に
低
い
額
で
す
。

　

借
入
れ
は
、
財
政
的
に
は
、
将
来
へ
の
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、「
世
代

間
の
公
平
な
負
担
」と
い
う
観
点
か
ら
見
る

と
、
道
路
や
公
園
、
学
校
な
ど
長
期
に
わ
た
っ

て
使
っ
て
い
く
も
の
を
建
設
す
る
際
は
、
お

金
を
借
り
入
れ
て
、
期
間
を
か
け
て
支
払
っ

て
い
く
こ
と
は
必
要
で
す
。

　

財
政
破
綻
し
な
い
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、

体
力（
返
済
能
力
）以
上
に
借
り
過
ぎ
な
い
こ

と
、
そ
し
て
真
に
必
要
な
も
の
の
た
め
だ
け

に
借
り
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

今
後
も
将
来
世
代
の
負
担
の
適
正
な
水
準

を
見
極
め
な
が
ら
、
計
画
的
・
効
果
的
に
借
入

れ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

返
済
能
力

　

収
入
の
う
ち
、
ど
の
く
ら
い
を
借
入
金
の

返
済
に
充
て
る
か
を
示
す
指
標
「
※
実
質
公

債
費
比
率
」。
春
日
市
は
、
平
成
16
〜
18
年
度

の
3
年
平
均
で
13
・
8
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
数
値
が
18
％
未
満
な
の
で
、
県
知
事

と
協
議
の
上
で
、
市
の
自
主
的
な
判
断
で
新

た
に
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
借
入

金
の
返
済
能
力
は
十
分
確
保
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

た
だ
し
、
今
後
は
こ
の
数
値
が
高
ま
っ
て

い
く
こ
と
も
予
測
さ
れ
ま
す
。
新
た
な
借
入

れ
は
必
要
最
小
限
に
抑
え
て
予
定
よ
り
も
早

め
に
返
済
し
た
り
、
金
利
の
低
い
も
の
に
借

り
替
え
た
り
す
る
な
ど
し
て
返
済
負
担
の

軽
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

一人あたりの借入金を近隣市と比較
　全会計（普通会計・下水道事業会計・春日那
珂川水道企業団会計）でみると、借金総額は
596億3,221 万円。市民一人あたりでは、約
54万7,000円。近隣5市の中では、一番低い
額となっています。

市の財政状況は厳しい状況が続いています。
市民の皆さんが、市の財政に関心を持つことは、
ひいては財政の健全化につながります。
今後も、より分かりやすく財政状況を公開し、
健全な財政を目指し、やりくりを重ねていきます。

※　より詳しく決算状況を掲載している「平成18年度主
要な施策の成果」は、市役所2階情報公開コーナーや市
ホームページで見ることができます。

問い合わせ先　財政課
1(584)1111　5(584)1145

http://www.city.kasuga.fukuoka.jp 
/joho/houkoku/index.html

市の財政状況は厳しい状況が続いています。
市民の皆さんが、市の財政に関心を持つことは、
ひいては財政の健全化につながります。
今後も、より分かりやすく財政状況を公開し、
健全な財政を目指し、やりくりを重ねていきます。

※　より詳しく決算状況を掲載している「平成18年度主
要な施策の成果」は、市役所2階情報公開コーナーや市
ホームページで見ることができます。

問い合わせ先　財政課
1(584)1111　5(584)1145

http://www.city.kasuga.fukuoka.jp 
/joho/houkoku/index.html

借入金残高の推移

A市
69万7,000円

B市
66万円

C市
60万9,000円

春日市
54万7,000円
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開設事業者募集
　市は、第３期介護保険事業計画として、地域に密着したサービスの基盤整備を
進めています。これに基づき、平成20年度に整備を行う「地域密着型介護老人福
祉施設」の開設事業者を募集します。
対象　春日東中、春日野中、春日北中、春日西中、春日中のいずれかの校区内に、
小規模多機能型居宅介護拠点を併設した施設を開設する社会福祉法人

募集定数　１事業所（選考により決定）
書類提出期間　平成20年3月3日㈪～31日㈪
※　詳しくは、市ホームページを見るか、直接問い合わせてください。

申込・問い合わせ先　高齢課　1（584）1111　5（584）3090
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

●●●●●

落書きは犯罪です
　最近、公園の施設などへの落書きが増えています。
落書きは、街の景観を損なうばかりでなく、公園を利
用している人たちに嫌悪感を与えます。
　また、落書きは、単なるいたずらではなく、刑法上
の犯罪に当たります。トイレの便器や手洗い、水飲み
場、遊具などの器物を壊したりするのも同様です。一
部の心ない人の行為が、市に大きな損害を与え、利用
者への大きな迷惑となっています。
　市は、筑紫野警察署と連携して落書きなどの犯罪
防止に取り組んでいます。もし、公園で落書きなどの
悪質な行為を見かけた時は、警察または市都市計画
課に連絡をお願いします。
問い合わせ先　都市計画課

1（584）1111　5（584）1143

●●●●●

新規の申請を受付開始
　市が発注する業務において、新たに受注を希望
する人は、申請書を提出し、審査を受けて登録業
者となる必要があります。
　なお、登録されても、必ずしも指名があるとは
限りません。
資格有効期間　平成20年4月1日～平成22年3月
31日（２年間）

受付期間　平成20年1月10日㈭～31日㈭（土・日
曜日を除く）

受付時間　午前9時～11時30分、午後1時～4時
受付場所　市役所208会議室
申請方法　申請書を直接窓口に提出する
※　申請書は、市ホームページから印刷してくだ
さい。パソコン環境のない場合は、財政課窓口
で購入してください（1部200円、1月31日㈭ま
で販売）。
　なお、登録は、営業経歴が過去2年以上必要な
どの条件があります。詳しくは申請要項で確認
してください。
申請・問い合わせ先　財政課契約担当

1（584）1111　5（584）1145
　　 http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

公園などでの落書きが多発一般（指名）競争入札参加資格審査

地域密着型介護老人福祉施設
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募集します

各種市嘱託職員
　市の嘱託職員を募集します。いずれも任用期間は、平成
20年4月1日から21年3月31日（1年間）です。
報酬　月額17万円程度（有給休暇・社会保険あり、賞与・
交通費支給なし）

選考　▷一次　書類選考　▷二次　面接
○家庭児童相談員
業務内容　春日市子育て支援セ
ンターで行う、子ども（0～
18歳）やその保護者からの
子育てに関する相談業務

対象　家庭児童福祉の増進に対
し、理解と熱意を持ち、次の
いずれかに該当する人
▷大学などで、児童福祉や社会福祉、児童学、心理
学、教育学、社会学を専修する学科、またはそれ
に相当する課程を修めて卒業した人
▷社会福祉主事として、2年以上児童福祉業務に従
事した人
▷上記に準ずる人で、相談員として必要な知識・経
験を有する人

勤務日数　週5日（土曜日の勤務あり）
勤務時間　午前9時30分～午後6時
募集人員　1人
応募方法　1月11日㈮（必着）までに、履歴書を提出す
る（郵送可）

応募・問い合わせ先　子育て支援課（〒816‒0863須玖
南2‒120すくすくプラザ内）

1（584）1010　5（584）7739
○児童センター児童厚生員
業務内容　市内各児童センターでの、小学生や親子（乳
幼児）への遊びの企画・運営や保護者への支援など

対象　保育士資格または幼稚園、小中学校・高校教諭免
許を持っている人

勤務日数　週5日（原則として土・日曜日は勤務、週休は
　　　　　　月曜日ともう１日）

勤務時間　午前9時30分～午後6時
募集人員　若干名
応募方法　1月10日㈭（必着）まで
に、作文（「児童センターにおけ
る児童厚生員の役割とは」・800
字程度）、履歴書、保育士証また

は上記の教諭免許証の写しを提出する（郵送可）
応募・問い合わせ先　子育て支援課児童担当（〒816-
0806光町2‒180‒4光町児童センター）

1（501）7014（5兼用）
○図書館司書
業務内容　市民図書館での司書業務
対象　図書館法に規定する司書資格を有する人
勤務日数　週5日（土・日曜日、祝日の勤務あり）
勤務時間（交代制）　▷午前8時30分～午後5時▷午前
10時～午後6時30分▷正午～午後8時30分

募集人員　若干名
応募方法　1月10日㈭（必着）までに、作文（｢これから
の春日市における図書館サービス｣・800字以内）、
志望動機（200字以内）、図書司
書資格証の写し、履歴書、返信用
封筒（住所・氏名を記入し、80円
切手をはり付けたもの）を同封
し、郵送する

応募・問い合わせ先　春日市民図書
館（〒816‒0831大谷6‒24）

1（584）4646
5（584）3900

○社会教育指導員
業務内容　温水プールでの水泳教室の指導・企画、事務
の補佐

対象　次のいずれかに該当する人
▷水中運動や水泳の指導に興味があり、実務経験
がある人
▷指導の資格を持っている人（実務経験がなくて
も可）

勤務日数　週5日（土・日曜日、祝日の勤務あり）
勤務時間（交代制）　▷午前8時30分～午後5時▷午後

1時～9時30分
募集人員　2人
申込方法　平成20年1月31日㈭（必
着）までに、履歴書を提出する（郵
送可）

申込・問い合わせ先　
　　スポーツ課（〒816‒0831大谷6‒
28市民スポーツセンター内）

1（571）3234　5（585）1634
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s左から和田さん、井上市長、
桑野さん、中島さん

　家庭から出る毎日の生ごみを、簡単にたい肥化するこ

とができる「ダンボールコンポスト」。天神山小5年生の

濱
はまさき

㟢進
し ん た ろ う

太郎さんと出
い で ら

良有
ゆ き

希さんは、現在、自宅でこのコ

ンポストを実践しています。

　きっかけは、昨年、学校の授業で取り組んだこと。「楽し

いし、これからもごみを減らしたい」という思いから、続

けることを決意したと言います。今では、家族も協力して

くれ、ごみの量が以前の半分に減ることもあるそうです。

　2人は、「たまに虫が出てきたり、臭いがしたりするけれ

ど、ごみが減っていくのがとてもうれしい。ぜひたくさん

の人にやってみて欲

しい」と話します。

　 皆 さん も 気 軽 に

始めてみませんか。

※　市は、毎月第2

木曜日に「ダンボ

ールコンポスト講

習 会」を行ってい

ます。

　11月10日、春日まちづくり支援センター「ぶどうの庭」で、「であい祭」が行わ

れ、市内・外から約400人が訪れました。これは、市内で活動する市民団体の発

表の場、そして多くの人が市民活動に参加してもらうきっかけづくりとして行

われているもの。市民団体などのバザーや作品展示、ライブなどが行われま

した。今回は、九州場所で訪れていた芝
しばたやま

田山部屋の力士も参加。来場者は、

本物の力士とふれあう貴重な機会となったようです。

ぶ 春日まちづくり支援センター

どうの庭であい祭

　11月21日、還暦軟式野球チーム「春日市サパティ

アード」が市長を訪問し、「福岡県還暦軟式野球大会」

の優勝を報告しました。

　この大会は、4月〜10月にかけて9チームでリーグ

戦で対戦するもの。同チームは6勝1負1引き分けで

見事優勝しました。

　チーム名の「サパティアード」とは、「足音・足跡」と

いう意味。若い世代に足跡を残したいと名付けたそ

うです。結成して2年目。メンバーは50歳〜70歳の

19人。11月に佐賀県で行われた近県交流大会でも

優勝するなど、かなりの強豪チームのようです。

　「団塊世代の退職後の生きがいづくりを、先頭にた

って盛り上げてい

きたい」と、メンバ

ーの皆さんは話し

ていました。

※　興味がある人

は、中
なかしま

島（☎（581）

1831）まで。

還 春日市サパティアード

暦軟式野球大会優勝

sダンボールコンポストの良さを
話す濱﨑さん（左）と出良さん

コ 天神山小学校5年生

ンポスト実践中！



　牛乳パックのリサイクルについて考える「牛乳パックリサイクル講習会」（全国牛乳

パックの再生利用を考える連絡会・全国牛乳容器環境協議会主催）が、11月14日、

市役所大会議室で行われました。

　自治会や保育所、こどもエコクラブなどから、34人が参加。牛乳パックのリサイク

ルが広まった経緯や現状、市内での取り組みについての発表が行われました。

　また、参加者は実際に牛乳を飲み、飲み終えたパックを手で開く方法を学んだり、溶か

した牛乳パックのパルプ（繊維素）を使った「手すきハガキ」作りを体験したりしました。

　参加者たちは、出来上がったハガキを手にし、リサイクルの楽しさと大切さを感じ

ていました。

牛 洗って、開いて、乾かして

乳パックリサイクル講習会

　11月15日、ふれあい文化センターで、春日市

老人クラブ連合会の「平成19年度功労者表彰 

式」が行われました。

　この表彰は、地域貢献を含め、老人クラブ活動

に貢献した人に感謝の意を贈るものです。

　今年は、市長感謝状5人ほか計27人が、功労者

として表彰されました。

　 式 典 の 後 は 、

お楽しみの「演芸

大会」。同クラブ

会員が日本舞踊

や詩吟、フラダン

ス などを披 露し

ました。

功 春日市老人クラブ連合会

労者表彰式
　11月10日、春日南小学校で「わくわくカーニバル」が行われ

ました。この祭りは、学校・家庭・地域で同じ時間を過ごすこと

で、交流を深めようと毎年行われているもの。今年も、同校児童

534人とその保護者、そして地域住民が参加しました。

　子どもたちは、ストラックアウト・ペットボトルボウリングなど

のゲームや、手作りのおばけ屋敷、スライムづくりなどに夢中。

また、カレーやうどん、唐揚げ、豚汁などのバ

ザーも大好評で、あっという間に完売しまし

た。               (広報レポーター　室
む ろ い

井美
み か

香)

　11月17日、春日野中学校で「創立20周年記念式典」が行われました。

　昭和62年4月に、市内で5番目の中学校として誕生した同校。以来、「創

造」「友愛」「剛健」を校訓に、子どもたちの教育に取り組んできました。

　式典では、学校長や実行委員長、来賓の挨拶、生徒会長による決意表明

が行われました。また、同校各学年の代表クラスが合唱を披露。美しい歌

声で、式典に華を添えました。　

創 春日野中学校

立20周年記念式典

わ 春日南小学校

くわくカーニバル
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区　分　 職　員　数 対前年
増減数　部　門 平成18年度 平成19年度

普通会計
部門

一般行政部門 320人 319人 − 1人

教育部門   89人   90人     1人

小　　計 409人 409人     0人

公営企業等会計部門   43人   41人 − 2人

合　　　計 452人 450人 − 2人

（１）職員数　450人（うち女性153人）、平均年齢　43.3歳
　　　　　　　　　（平成19年4月1日現在）

１　職員の任免と職員数の状況

　春日市がどのような人事行政を行っているのかを知ってもらうため、
職員数や給与の状況、勤務条件などをお知らせします。

　春日市は、民間委託などの行政改革に積極的に取り組んできた結果、
少数の職員で効率的な行政運営を行っていることが特徴です。

部門別職員数	

（注）1. 市長、副市長、収入役、教育長を除きます。

2. 一般行政部門とは、議会・総務・税務・農林水産・商

工・土木・民生・衛生部門の職員です。

　　3. 教育部門とは、教育委員会の職員です。

4. 公営企業等会計部門は、下水道・国民健康保険・介護

保険・老人医療などの業務に従事する職員です。

職　種
（採用職種）

平成18年度 平成19年度

採用者数 退職者数 採用者数

一般事務 13人（5人）   8人（1人） 8人（3人）

保健師   1人（1人） − −

保育士 −   1人（1人） −

技能労務職 −   1人（1人） −

合　計 14人（6人） 10人（3人） 8人（3人）

（２）採用者数と退職者数

※　（　）内は、女性の人数の内書き

春日市 Ａ市 Ｂ市 Ｃ市 Ｄ市

3.7人 4.1人 4.5人 4.9人 6.1人

※　春日市の人口に対する職員数（普通会計）は、全
国の市で最少となっています。

近隣4市との職員数比較
普通会計における人口1,000人あたりの職員数	

２　職員の給与の状況

（注）1. 職員の給与は、給料と諸手当の合計額です。

2. 給料は、職務の種類と内容、職責に応じて条例で定

められた給料表に基づく額が支給されます。

3. 手当は、扶養手当、通勤手当、期末手当、勤勉手当な

ど、該当する職員に条例で定められた額が支給され

ます。

職　　　種 一般行政職 技能労務職

初　任　級 17万200円 14万300円

平均年齢 42.3歳 55.3歳

平均給料月額 33万8,900円 39万9,200円

平均給与月額 41万8,800円 43万9,200円
ラスパイレス指数 100.2

パーシェ指数 98.4

	

　ラスパイレス指数とパーシェ指数は、国家公務員の給与

水準を100とした場合の、市の職員の給与水準を表すもの

です。

　ラスパイレス指数は国の職員構成を基準とし、パーシェ

指数は市の職員構成を基準として算定します。

（１）職員の給与の状況（平成19年度） （２）ラスパイレス指数とパーシェ指数（平成19年度）

　平成 18 年度の退職者10人の補充として、平成19年度

に 8人を採用しました。

お知らせします
春日市人事行政の運営などの状況

お知らせします
春日市人事行政の運営などの状況
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（１）基本的な勤務時間（平成19年度）

３　職員の勤務時間、その他の勤務条件
①勤務時間

　午前8時30分から午後5時まで

　（休憩　午後0時15分から午後1時まで）

② 1日あたりの勤務時間

　7時間45分（週あたり 38時間45分）

項　　　　　目 平成17年度 平成18年度

職員一人あたりの
平均年次休暇取得日数 13.2 日 13.4 日

（２）休暇
　休暇には、年次休暇、病気休暇、特別休暇、介護休暇があり

ます。

　懲戒処分とは、職員が法令に違反した場合など、公務にお

ける規律と秩序の維持を目的に行う不利益処分（戒告、減

給、停職、免職）をいいます。

区分 降給 休職 降任 免職 合計

人数 0 人 11 人 0 人 0 人 11 人

　分限処分とは、職員が疾病などのためにその職責を果た

せない場合など、公務能率の維持を目的に行う不利益処分

（降給、休職、降任、免職）のことをいいます。

４　職員の分限・懲戒処分
（１）分限処分（平成18年度） （２）懲戒処分（平成18年度）

区分 戒告 減給 停職 免職 合計

人数 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

　職員には、地方公務員法により、法令及び上司の命令に従

う義務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務に専念

する義務、政治的行為の制限、争議行為の禁止、営利企業等

の従事制限など、服務上の義務が課せられています。

５　職員の服務の状況
（１）服務上の義務

（３）営利企業などの従事の許可状況（平成18年度）

　職務に専念する義務の特例に関する条例により、研修を

受ける場合、厚生に関する計画の実施に参加する場合など、

職務に専念する義務が免除されることがあります。

（２）職務に専念する義務の免除の状況（平成18年度）

項　　　　　目 平成17年度 平成18年度

職務に専念する義務の免除 226 件 213 件

項　　　　　目 平成17年度 平成18年度

育児休業取得者数
男性 0 人 0 人

女性 9 人 10 人

（３）育児休業

　職員は、許可を受けなければ、営利企業の役員になった

り、報酬を得て事業や事務に従事することはできません。

　ただし、職務の遂行に支障、影響がなく、地方公務員とし

ての信用を傷つけるおそれがない場合は、許可されること

があります。　

項　　　　　目 平成17年度 平成18年度

営利企業などの従事の許可 0 件 3 件

お知らせします　春日市人事行政の運営などの状況
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　職員の共済制度は、福岡県市町村職員共済組合に加入し、

共済組合が短期給付（医療）、長期給付（年金）、福祉事業（健

康保持増進事業、貸付事業など）を行っています。

　職員は、全体の奉仕者という立場から労働基本権の一部

が制限されています。このため、市に対して中立的な機関

である公平委員会に対して、身分上・経済上の権利・利益の

保護を求めることができるようになっています。

　平成18年度については、「勤務条件に関する措置要求」、

「不利益処分に関する不服申立て」はありませんでした。　

　

　職員が、公務中または通勤中に被災した場合は、その災害

によって受けた傷病について治療費などが補償されます。

（１）職員研修の状況（平成18年度）

６　職員の研修状況・勤務成績の評定状況

主な内容・派遣先 コース・回数 受講人数

自主開催研修 管理職研修や文書事務研修など 6コース（19回） 183人

派遣研修 福岡県市町村職員研修所や市町村職員中央研修所など 94コース（94回） 173人

合　　　　　　　　　計 100コース（113回） 356人

（２）勤務成績の評定状況

　職員の日常の仕事ぶりや勤務態度を通じて、勤務成績を評価し、昇任や配置などの人事管理に活用しています。

　総事業費　395万5,000円

７　職員の福祉の状況
　地方公務員法の規定に基づき、職員の保健、元気回復その

他厚生に関する事項を計画的に実施しています。

　職員互助会は、会員の福利厚生に関する事業の実施や相

互扶助、親睦を図ることを目的としており、会員の掛金と市

助成金で運営しています。

　主な事業として福利増進事業、厚生事業、慶弔事業等を行

っています。

平成18年度決算 平成19年度予算

会員の掛金 958万円 956万円

市の助成金 1,369万円 956万円

（５）公務災害・通勤災害の状況（平成18年度）

　職員の健康を確保するため、健康診断を実施しています。

平成18年度受診者数 437人 項　　　　目 件　　数

公務災害発生件数 3件

通勤災害発生件数 0件

　問い合わせ先　総務課人事担当
　　1（584）1111　5（584）1145
　　 http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

（１）職員互助会

（２）職員の健康管理

（４）公平委員会の状況

（３）共済制度

お知らせします　春日市人事行政の運営などの状況



親
子
で
参
加
し
ま
せ
ん
か 

冬
の
野
鳥
観
察
会

　

春
日
市
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
野
鳥

を
観
察
し
ま
せ
ん
か
。身
近
な
自
然
を

感
じ
る「
野
鳥
観
察
会
」を
行
い
ま
す
。

　

野
鳥
観
察
の
専
門
家
と
一
緒
に
、野

鳥
の
世
界
に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
・
中
学
生

と
そ
の
保
護
者

日
時　

平
成
20
年
１
月
19
日
㈯　

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

場
所　

白
水
大
池
公
園（
下
白
水
２
０ 

９
ー
１
）

定
員　

30
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

１
月
７
日
㈪
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

で
住
所
、参
加
者
全
員
の
氏
名
・

年
齢（
学
年
）・
性
別
、電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

春日市役所
1（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fukuoka.jp

部
員
募
集　

大
谷
ジ
ュ
ニ
ア 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
て
、一
緒

に
練
習
に
励
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
４
年
生
以
下
の
男
女

※　

学
校
区
は
問
い
ま
せ
ん
。

練
習
日
時　

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

練
習
場
所　

大
谷
小
学
校
体
育
館（
大

谷
４
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

益ま
す
だ田

1
０
９
０（
９
４
７
８
）２
５
１
４

い
き
い
き
会
員
に
な
る
た
め
の 

運
動
教
室

　

い
き
い
き
ル
ー
ム
は
、健
康
運
動
指

導
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
、初
心
者

や
高
齢
者
も
無
理
な
く
自
分
に
合
っ
た

運
動
が
で
き
る
施
設
で
す
。同
ル
ー
ム

の
会
員
に
な
る
に
は
、こ
の
教
室（
計
4

回
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

20
歳
以
上
の
人

初
回
期
日

○
65
歳
未
満
の
人
の
た
め
の
教
室

▽
平
成
20
年
1
月
11
日
㈮

▽
1
月
12
日
㈯

○
65
歳
以
上
の
人
の
た
め
の
教
室　

▽
1
月
9
日
㈬

※　

2
回
目
以
降
の
日
程
は
、申
し
込

み
時
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

1
2
0
）

内
容　

▽
講
話
▽
体
力
・
健
康
度
測
定

▽
運
動
ア
ド
バ
イ
ス
▽
ス
ト

レ
ッ
チ
・
筋
力
向
上
体
操
▽
運

動
機
器
を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど

参
加
費　

１
，０
０
０
円

定
員　

各
10
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
、電
話
で
申

し
込
む

※　

教
室
を
受
講
せ
ず
に
、利
用
で
き

る
フ
リ
ー
会
員
も
あ
り
ま
す
。詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
ル
ー
ム

1（
５
０
１
）１
１
６
２（
5
兼
用
）

親
子
で
あ
っ
た
か
ぜ
ん
ざ
い 

ぽ
れ
ぽ
れ
館
の
鏡
開
き

　

無
病
息
災
を
願
い
、「
鏡
開
き
」を
行

い
ま
す
。申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

平
成
20
年
１
月
11
日
㈮

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

ぽ
れ
ぽ
れ
館（
１
ー
38
）

参
加
費　

一
組
２
０
０
円

定
員　

30
組（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　

N
P
O
法
人
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

1（
５
７
２
）８
７
４
０（
5
兼
用
）

　「口
こうくう

腔保健センターちくし休日急患歯科診療所」では、
日曜日や祝日、年末年始、お盆休みなどに急患診療を
行っています。急な歯痛などで、応急処置が必要な場合
は受診してください。
※　口腔ケアや一般の歯科治療は、かかりつけ歯科医院

で行ってください。
診療場所　口腔保健センターちくし休日急患歯科診療

所（春日原北町1–3–6筑紫歯科医師会館内）
　　☎（571）0118
診療時間　午前9時

〜午後4時
※　受診の際は、健

康保険証を持っ
てきてください。

口腔保健センターちくし

科休日急患診療歯

K A S U G A         C I T Y1�
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参
加
者
募
集 

パ
パ
マ
マ
教
室

　

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
３
月
、４
月
の
妊
婦
と

そ
の
夫

日
時　

平
成
20
年
１
月
12
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

▽
助
産
師
に
よ
る
話「
お
産
の

仕
組
み
と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」▽
育
児
実
技（
も
く
浴
実
習

な
ど
）

定
員　

20
組（
申
込
先
着
順
）

参
加
費　

１
組
４
０
０
円

申
込
方
法　

12
月
17
日
㈪
〜
28
日
㈮

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、生
年
月
日
、電
話
番

号
、出
産
予
定
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

参
加
者
募
集 

離
乳
食
教
室

　

赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
量
や
内
容
で
悩
ん

で
い
る
人
の
た
め
の
、離
乳
食
の
作
り

方
や
す
す
め
方
の
教
室（
離
乳
中
期
以

降
の
話
が
中
心
）で
す
。

　

託
児（
１
人
3
0
0
円
）も
あ
り
ま

す
。気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者

日
時　

平
成
20
年
1
月
17
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付　

午
後
１
時
〜
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　

２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

12
月
20
日
㈭
〜
1
月
10
日

㈭
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

氏
名
、電
話
番
号
、子
ど
も
の
生

年
月
日
、託
児
の
有
無
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会 

献
血
に
ご
協
力
を

　

治
療
に
必
要
な
血
液
は
、す
べ
て

献
血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。現
在
は
、

4
0
0
ml
献
血
の
み
受
け
付
け
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

日
時　

12
月
28
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
、午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

市
役
所
ロ
ビ
ー（
原
町
３
ー

１
ー
５
）

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
献
血
推
進
協

議
会（
市
福
祉
計
画
課
内
）

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）３
０
９
０

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業 

技
能
講
習

　

㈳
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
に
よ
る
、高
齢
者
の
た
め
の
技

能
講
習
で
す
。受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

60
歳
〜
69
歳
の
求
職
中
の
人

（
雇
用
就
業
中
の
人
、ま
た
は
過

去
１
年
間
に
同
会
主
催
の
各
講

習
を
受
講
し
た
人
を
除
く
）

○
事
務
補
助
講
習（
計
5
日
）

日
時　

平
成
20
年
１
月
28
日
㈪
〜

２
月
１
日
㈮
の
平
日

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

申
込
期
限　

１
月
14
日
㈪

○
会
計
補
助
講
習（
計
8
日
）

日
時　

２
月
13
日
㈬
〜
22
日
㈮
の

平
日

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

申
込
期
限　

１
月
30
日
㈬

場
所　

第
７
岡
部
ビ
ル（
福
岡
市
博
多

区
博
多
駅
前
２
ー
20
ー
15
）

定
員　

各
25
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

市
福
祉
計
画
課
に
あ
る
申

込
用
紙
を
郵
送
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

1（
４
１
４
）０
２
８
７

5（
４
１
４
）０
２
９
７

自
宅
で
学
べ
る
放
送
大
学 

平
成
20
年
度
第
１
学
期
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、衛
星
放
送（
Ｃ
Ｓ
）で

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。随

時
、体
験
入
学
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
教
養
学
部

▽「
学
士（
教
養
）」の
学
位
が
取
得 

で
き
る（
全
科
履
修
生
）

▽
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、誰
で
も
無 

試
験
で
入
学
で
き
、約
３
０
０
科

目
あ
る
幅
広
い
分
野
の
科
目
か
ら

学
べ
る

○
大
学
院

18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、誰
で
も
入
学 

で
き
る（
修
士
科
目
生
・
修
士
選
科

生
）

募
集
期
間　

12
月
15
日
㈯
〜
平
成
20
年

２
月
29
日
㈮

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先　

放
送
大

学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー（
〒 

812
ー
０
０
１
６
福
岡
市
博
多
区

博
多
駅
南
１
ー
14
ー
12
）

1（
４
７
３
）１
３
６
５

5（
４
７
３
）１
３
６
２

7
０
１
２
０（
８
６
４
）６
０
０

http://w
w

w
.u-air.ac.jp

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
、

海
外
渡
航
中
に
医
療
機
関
で
治
療
を

受
け
た
場
合
、申
請
に
よ
り
、保
険
の

適
用
範
囲
内
で
医
療
費
を
払
い
戻
し

ま
す
。

　

た
だ
し
、治
療
目
的
で
の
渡
航
の

場
合
は
、対
象
外
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
療
養
費
支
給
申
請
書（
国
保
年
金 

課
窓
口
に
設
置
）

▽
診
療
内
容
明
細
書

▽
領
収
明
細
書

※　

こ
れ
ら
の
書
類
が
外
国
語
で
書

か
れ
て
い
る
場
合
は
、日
本
語
の

翻
訳
文（
翻
訳
者
氏
名
・
連
絡
先
も

記
載
）を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
１

渡
航
中
の
治
療

「
海
外
療
養
費
」



N
P
O
法
人 

春
日
イ
ー
グ
ル
ス 

音
楽
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ソ
ン
グ
、ボ
サ
ノ
バ
、

ジ
ャ
ズ
な
ど
の
演
奏
を
、一
緒
に
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

　

性
別
・
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
パ
ー
ト　

▽
ピ
ア
ノ
▽
ベ
ー
ス
▽

ギ
タ
ー
▽
管
楽
器
▽
ド
ラ
ム
▽

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

井い
の
う
え上

1
０
９
０（
２
０
８
７
）５
７
９
０

公
民
館
管
理
人
募
集 

ち
く
し
台
地
区
自
治
会

対
象　

住
み
込
み
が
可
能
で
健
康
な
人

（
夫
婦
希
望
）

業
務
内
容　

▽
公
民
館
施
設
の
内
外
清

掃
▽
備
品
管
理
▽
施
錠
な
ど

勤
務（
居
住
）場
所　

ち
く
し
台
地
区
公

民
館（
ち
く
し
台
９
ー
32
ー
２
）

休
日　

日
曜
日
と
祝
日
、年
末
年
始
、盆

期
間

申
込
方
法　

履
歴
書
を
提
出
す
る

※　

手
当
て
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
公
民
館

1（
５
８
２
）７
２
５
４（
5
兼
用
）

改
正
さ
れ
ま
し
た 

福
岡
県
産
業
別
最
低
賃
金

　

福
岡
県
の
産
業
別
最
低
賃
金
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金（
1
時
間
あ
た
り
）

▽
製
鉄
業
、製
鋼
・
製
鋼
圧
延
業
、鋼
材

製
造
業　

7
8
4
円

▽
電
気
機
械
器
具
、情
報
通
信
機
械
器 

具
、電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
造
業　

7
5
4
円

▽
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業　

7
7
2

円
▽
百
貨
店
、総
合
ス
ー
パ
ー 

7
2
8
円

▽
自
動
車（
新
車
）小
売
業　

7
6
9
円

▽
各
種
商
品
小
売
業　

7
1
0
円（
改 

正
な
し
）

効
力
発
生
日　

12
月
10
日

※　

こ
れ
ら
に
該
当
し
な
い
業
種
は
、

10
月
28
日
か
ら
改
正
さ
れ
た
、福
岡 

県
最
低
賃
金（
６
６
３
円
）が
適
用
さ

れ
ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
労
働
局
賃
金
課

1（
４
１
１
）４
５
７
８

5（
４
１
１
）２
６
３
３

届
け
出
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か 

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
加
入
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

配
偶
者
は
、第
３
号
被
保
険
者
と
し
て
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
は
、勤
務
先
を
通
じ
て
第
３
号

被
保
険
者
へ
の
切
替
手
続
き
が
行
わ
れ

ま
す
が
、昭
和
61
年
４
月
か
ら
平
成
14

年
３
月
ま
で
は
、健
康
保
険
の
届
け
出

と
別
に
、市
へ
の
第
３
号
被
保
険
者
の

届
け
出
が
必
要
で
し
た
。

　

届
け
出
が
な
い
と
、年
金
の
資
格
期

間
受
給
額
の
計
算
に
入
り
ま
せ
ん
。ま

た
、年
金
受
給
中
の
人
の
場
合
、年
金
額

の
変
更
は
、届
け
出
が
あ
っ
た
月
の
翌

月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

届
け
出
を
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ

る
人
は
、早
め
に
年
金
記
録
を
確
認
し
、

届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

届
出
先　

▽
配
偶
者
の
現
在
の
勤
め
先
で
の
届
け

出
漏
れ
の
場
合
は
、そ
の
事
業
所

▽
退
職
や
倒
産
な
ど
で
会
社
に
届
け
出

が
で
き
な
い
場
合
は
、社
会
保
険
事

務
所

必
要
書
類　

▽
戸
籍
謄
本
▽
住
民
票
▽

所
得
証
明
書
な
ど

※　

詳
し
く
は
、届
出
先
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

南
福
岡
社
会
保
険
事

務
所

1（
５
５
２
）６
１
２
８

5（
5
4
1
）7
6
4
9

利
用
を
終
了
し
ま
す 

福
岡
都
市
高
速
回
数
通
行
券

　

福
岡
都
市
高
速
回
数
通
行
券
は
、今

年
12
月
末
で
利
用
を
終
了
し
ま
す
。

　

未
使
用
の
回
数
通
行
券
は
、払
い
戻

し
ま
す
。払
い
戻
し
方
法
や
場
所
な
ど
、

詳
し
く
は
直
接
問
い
合
わ
せ
る
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

※　

な
お
、北
九
州
都
市
高
速
回
数
通

行
券
は
、現
行
ど
お
り
購
入
・
利
用
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
公
社
営
業
企
画
課

1（
６
３
１
）３
２
８
４

5（
６
４
３
）６
２
２
８

http://w
w

w
.fk-tosikou.or.jp

　

道
路
交
通
法
で
、自
転
車
は
車
両

扱
い
と
な
り
ま
す
。、車
道
を
走
行

し
、左
側
通
行
が
原
則
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、車
の
通
行
量
が
多
い
道

路
で
は
、「
自
転
車
通
行
可
」の
標
識

が
設
置
さ
れ
て
い
る
区
間
の
み
歩
道

を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

警
察
庁
は
、今
年
6
月
に
、道
路
交

通
法
の
改
正
を
行
い
、自
転
車
に
関

す
る
重
点
項
目
を
定
め
ま
し
た
。交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、事
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
事
故
防
止
重
点
項
目

①
車
道
の
左
端
を
通
行
す
る
。

②
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
で
は
、信

号
を
守
る
。

③
信
号
機
が
な
い
交
差
点
や
一
時
停

止
の
表
示
が
あ
る
所
で
は
、必
ず

一
時
停
止
し
、安
全
確
認
を
す
る
。

④
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
。

⑤
危
険
・
迷
惑
な
乗
り
方
を
し
な
い
。

（
▽
飲
酒
運
転
▽
並
進
▽
ジ
グ
ザ 

グ
運
転
▽
競
争
▽
二
人
乗
り
▽
手

放
し
運
転
な
ど
）

⑥
自
転
車
で
交
通
事
故
に
遭
っ
た
際

も
、直
ち
に
警
察
署
に
届
け
る
。

問
い
合
わ
せ
先　

土
木
管
理
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
３

安
全
な
自
転
車
走
行
を

国の業務の苦情や要望 気軽に相談してください

行政相談
　道路交通や年金、保険など、国が行う業務への
要望や苦情、悩みを聞き、公正・中立な立場で関
係機関に改善を申し入れて、問題の解決を図る
のが行政相談委員です。
　市内には、総務大臣委嘱の相談員2人が配置
され、面談や電話などで相談に応じています。相
談は無料で、秘密は厳守します。気軽に相談して
ください。

定例行政相談
毎月第4火曜日
午前10時〜午後3時
市役所2階市民相談室

片
か た の

野明
あ き こ

子相談員（松ヶ丘）
☎（596）6326

原
はら

 文
ふ み お

夫相談員（春日原）
☎（593）6763

K A S U G A         C I T Y1�
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吸
う
と
、母
乳
に
ニ
コ
チ
ン
が
含
ま

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、赤

ち
ゃ
ん
に
不
眠
や
嘔お
う
と吐
、
下げ

り痢
、
脈

拍
の
上
昇
、
哺
乳
量
の
減
少
、
皮
膚

が
青
白
く
な
る
な
ど
、「
ニ
コ
チ
ン

中
毒
」の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

母
乳
は
、赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
大

切
な
栄
養
源
で
す
。
授
乳
中
の
喫
煙

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

周
囲
の
心
掛
け

　

喫
煙
者
が
肺
に
直
接
吸
い
込
む

「
主
流
煙
」に
対
し
、タ
バ
コ
か
ら
立

ち
上
る
煙
を「
副
流
煙
」
と
言
い
ま

す
。
ニ
コ
チ
ン
や
一
酸
化
炭
素
な
ど

の
有
害
物
質
は
、主
流
煙
よ
り
も
副

妊
婦
の
喫
煙

　

親
が
喫
煙
者
の
場
合
、非
喫
煙
者
の

場
合
に
比
べ
て
、低
出
生
体
重
児
（
出

生
体
重
2
，5
0
0
ｇ
未
満
の
乳
児
）の

確
率
が
２
・
８
倍
、早
産
や
流
産
の
確
率

が
約
３
倍
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

喫
煙
は
、す
ぐ
に
血
管
を
収
縮
す
る

作
用
が
あ
る
た
め
、心
臓
に
負
担
が
か

か
り
、身
体
が
酸
素
不
足
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、妊
婦
が
喫
煙

す
る
と
、
妊
婦
と「
さ
い
帯（
へ
そ
の

緒
）」
で
つ
な
が
っ
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん

も
酸
素
や
栄
養
分
が
不
足
し
、発
育
を

妨
げ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

　
母
乳
に
も
ニ
コ
チ
ン

　

授
乳
中
の
お
母
さ
ん
が
タ
バ
コ
を

流
煙
の
方
が
何
十
倍
も
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

大
人
で
さ
え
、副
流
煙
に
よ
っ
て

心
身
に
悪
影
響
を
受
け
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
肺
機
能
な
ど
が
弱
い
赤

ち
ゃ
ん
が
副
流
煙
を
吸
っ
て
し
ま
う

と
、気
管
支
炎
な
ど
の
呼
吸
器
疾
患

に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
、
心
臓
病
な
ど
の
循

環
器
疾
患
、肺
が
ん
を
は
じ
め
と
す

る
悪
性
新
生
物
な
ど
の
発
症
率
も
高

く
し
ま
す
。

　

ま
た
、１
歳
ま
で
の
乳
児
に
多
い

「
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群（
Ｓ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
）」の
原
因
に
は
、タ
バ
コ
も
関
連

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
を
タ
バ
コ
の
害
か
ら
守

る
た
め
に
は
、お
母
さ
ん
だ
け
で
は

な
く
、周
り
の
人
の
心
掛
け
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　
「
家
族
で
禁
煙
す
る
」「
家
族
の
前

で
は
吸
わ
な
い
」「
換
気
を
十
分
に
行

う
」「
歩
き
タ
バ
コ
を
し
な
い
」
な

ど
、赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
に
、
ま
ず
は
、
あ
な
た
が
で
き

る
こ
と
を
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

たんぽぽメール
　最近よく耳にする「KY」という言葉。「空気が読めない」の頭文

字（くうき＝K、よめない＝Y）をとったもので、その状況にふさ

わしい言動ではないという意味です。若い世代を中心に使われ

始めたようです。簡単に「空気を読みなさい」と言われても、大

人でもなかなか難しいことです。

　子どもが成長していく中で、父親・母親など身近な大人は、子

どもが感じているであろう気持ちを代わりに言葉にしてあげ

ています。まだ言葉が十分ででない赤ちゃんのころから子ども

が嬉しそうにわらったりすると、「ああ、うれしいうれしい！」

と声を掛けます。もく浴をしている赤ちゃんのうっとりした表

情を見て「気持ちいいね」と声を掛けます。また、友達とのやり

取りで嫌な思いをし、泣いて帰ってきた幼児に「悔しかったね」

「嫌だったよね」と不快な気持ちを分かち合います。

　こうした経験を通じて、子どもは自分の中で気持ちと言葉の

感覚を確かめていきます。また他人と気持ちを共有すること

で、信頼関係を深めることができ、相手の気持ちを理解し、思い

やる気持ちがうまれます。つまり、周りの「空気を読む」という

ことにつながっていくのです。

　「空気を読む」という行動は、周りの人からの多くの声掛けに

よって、身に付いていくものなのです。

○読んでみよう　「クリスマス・イブのおはなし」

　今回は、相手の心を思いやる絵本を紹

介します。

　この本は、「サンタさんのいちにち」

「100こめのクリスマスケーキ」「あっ

ちゃんとゆびにんぎょう」という3冊

の絵本で構成されています。お互い

のことを思い合う、心がポカポカ

と温まるおはなしです。

吸
う
と
、母
乳
に
ニ
コ
チ
ン
が
含
ま

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、赤

健康課（いきいきプラザ内）
1（501）1134  5（501）0051



悩み／高齢者／子ども／障害者／女性／人権　相談窓口
■悩みの相談
心配ごと相談  ☎（581）7225
毎週水曜日／10時〜15時／
春日市社会福祉センター 4階

不安・悩み電話相談
☎（741）4343 ／ 24時間受付
／福岡いのちの電話

■高齢者のための相談
シルバー 110番
☎（584）3344  5（584）3354
月曜日を除く毎日／受付9時
〜16時／高齢者総合相談セン
ター（クローバープラザ内）

高齢者のあらゆる相談

▽北地域包括支援センター
☎（589）6227  5（589）6228

▽南地域包括支援センター
☎（595）8188  5（595）6069
いずれも8時30分〜17時

■子どもに関する相談
子育て・子どもの悩み相談
☎（584）1015  5（584）7739
月〜土曜日／ 9時30分〜18時
／子育て支援センター家庭児
童相談室（すくすくプラザ内）

子どもの権利110番（電話相談）
☎（752）1331 ／毎週土曜日
／ 12時30分〜15時30分／天
神弁護士センター

■障害者のための相談
聴覚障害者のためのファック
ス悩み相談　5（721）4343
月〜金曜日9時〜18時／土曜日
9時〜13時／福岡いのちの電話

■女性のための相談
暴力・セクハラの相談 
☎（513）7335 ／月〜金曜日
／10時〜17時／ちくし女性
ホットライン

女性総合相談 ☎（584）1266
月曜日を除く毎日／受付9時
30分〜16時（金曜日は18時〜
20時30分も）／あすばる相談
室（クローバープラザ内）

性犯罪などの電話相談
☎（632）7830 ／月〜金曜日
／ 8時30分 〜17時15分 ／ 福
岡県警ミズ・リリーフ・ライン

■人権相談
定例人権相談
☎（584）1111 5（584）1153
第1火曜日（1月は8日㈫）
／10時〜15時／市役所2階市

民相談室
人権相談
☎（922）2881  5（922）3342
月〜金曜日／ 8時30分〜17時
／福岡法務局筑紫支局

＜広告欄＞

市の人口   11/15現在

◎総人口  109,531人

女 　55,991人

男　 53,540人

◎世帯数  43,630世帯
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師走の頃
　時が経つのは早いもので、今年も師走と
なり、なにかと忙しい日々 が続いています。
　この時期、都市部では晴天で暖かい日
でも、九重では早朝に気温がマイナスとな
り、一面の雪景色や樹氷がみられること
があります。青空に映える雪景色はなか
なか心地よいもの。寒さも忘れます。
　ただ、年々、
日中の気温
は高くなって
おり、日があた
りだすと雪が
どんどん解け
ていきます。
STOP地球
温暖化！ご協
力よろしくお
願いします。

NN

製麺機

　戦時中に全国的に出回り始めた「製麺機」。こねた小麦粉を上から入

れてハンドルを回すと、麺になって出てくるしくみです。

　今は人気の「うどん」ですが、当時は主食である米の代わり「代用食」と

呼ばれていました。食糧が不足し

ていたころの「さみしい食事」とし

て記憶している人も多いのではな

いでしょうか。

　奴国の丘歴史資料館で行う

「暮らしと道具のいまむかし展」

で展示しています。（開催期間：12

月15日～平成20年2月17日）

　
高さ 約40㎝
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呉汁
　呉汁は、日本各地で昔から伝わる郷土料理の一つで
す。すり潰した大豆を味噌で味付けします。
　ますます寒くなるこの時期にぴったりの椀

わん

です。
材料（4人分）
大豆の水煮（すりつぶす）

･･････････100g
豆腐（さいの目に切る）

･･････････1/2丁
米味噌･･･････大さじ3
麦味噌･･･････大さじ2
だし汁･･･････3カップ

にんじん･･････････中1/5個
大根･･････････厚さ2㎝程度
玉ねぎ･･････････中1/3個
こんにゃく･･････････60g
油揚げ･･････････1/2枚
みつば･･････････適宜
サラダ油･･････････適宜
作り方
①　鍋にサラダ油をひき、にんじん・大根・玉ねぎ・こん

にゃく・油揚げを炒める。
②　鍋に大豆とだし汁、豆腐を加えて一煮立ちさせる。
③　味噌を加え、三つ葉を散らす。

にんじん畑

今日の給食なぁに？
今月の給食

12月17日の給食

　市内全中学校で行う弁当箱形式の給食「選択制給食」では、管
理栄養士がバランスのよい献立を作成しています。また、季節
に合った郷土料理などを取り入れ、食育に取り組んでいます。

（春日市教育委員会）

PICKUP

▲12月17日の献立
ご飯、白身魚の味噌マヨホイル、高菜炒め、芋煮、呉汁

食べやすい大きさに
切りそろえる


